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保健師ジャーナル　第 78巻　総目次

2022年（1─6号）

（表示は，著者名：題名．号数，開始ページ数）

特　集  

［1号］　保健師を継続する力―歩み続ける支えとな
るもの

・佐伯和子：保健師を継続する力とは―変化する業
務と社会の中で保健師として働く意味，1，12．

・石川貴美子：保健師だからできる地区活動と貴重
な出会い―市町村保健師としての醍醐味，1，18．

・斉藤恵美子：保健師基礎教育で伝える保健師のア
イデンティティ，1，24．

【私が保健師を続ける上で力になったこと・大切に
してきたこと】

・山本祐子：「人と関わる」「地域と関わる」仕事が
好き，1，30．

・市川かよ子：保健師という仕事に価値を感じて，
1，34．

・平田浩二：どんな仕事でも保健師の視点を，1，
37．

［2号］　コロナ禍の子ども
・髙橋愛子：コロナ禍の子どもの幸福度について考
える―ユニセフ報告書「レポートカード 16」か
ら，2，98．

・全国保険医団体連合会地域医療対策部：コロナ禍
の子どもの健康課題―「2020年度学校健診後治
療調査」の結果より，2，105．

・半谷まゆみ：コロナ禍の子どもたちの心とから
だ―「コロナ×こどもアンケート」より，2，
110．

・安達知子：コロナ禍の予期せぬ妊娠の実態と支援
の在り方を考える，2，115．

・小枝達也：感染症流行下における乳幼児健康診査
の在り方を考える，2，122．

・酒井佐枝子：トラウマインフォームドケア（TIC）
の視点で考えるコロナ禍の子どもとその家庭のこ
ころの健康，2，128．

［3号］　保健師のメンタルヘルス
・五十嵐久人：行政保健師のメンタルヘルスとワー
ク・エンゲイジメント，3，182．

・高山恵子：保健師活動に活かすストレスマネジメ
ント，3，187．

・安藤俊介：保健師活動に活かすアンガーマネジメ
ント，3，193．

・木場律志：保健師活動に活かすブリーフセラ
ピー，3，198．

・齋藤尚子：保健師の精神的健康と意欲を高める職
場環境づくり―市町村保健師への質問紙調査結果
から，3，204．

［4号］　ヤングケアラー支援において期待されるこ
と

・羽野嘉朗：ヤングケアラーの早期発見と適切な支
援につなげるための施策について，4，262．

・森田久美子：保健師に期待されるヤングケアラー
支援への関わり，4，269．

・宮下哲治：埼玉県のケアラー支援条例とヤングケ
アラー支援の現状，4，275．

・上田智也，霜川卓之：神戸市におけるこども・若
者ケアラー支援の現状，4，281．

・濱島淑恵，南多恵子，尾形祐己：ヤングケアラー
支援におけるピアサポート活動の意義と保健師に
期待したいこと，4，288．

・持田恭子：ヤングケアラーに必要な支援と連携・
協働―ケアラーアクションネットワーク協会の活
動から，4，295．

［5号］　精神疾患を抱える妊産婦への子育て支援
・蔭山正子：精神疾患を抱える妊産婦への子育て支
援における保健師の役割，5，358．

・立花良之：保健師に知ってほしい周産期の精神疾
患と妊娠・出産・子育てにおける対応の基礎知
識，5，364．

・武藤仁志，竹内崇：産後うつ病の理解と支援のポ
イント，5，374．
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・大峽好美：「須坂モデル」における精神疾患を抱
える妊産婦への支援，5，380．

・堀川直希：地域の単科精神科医療機関でも可能な
周産期メンタルヘルスの支援―「のぞえモデル」
の取り組み，5，389．

［6号］Withコロナ時代の災害対応─これからの災
害保健活動を考える

・五十嵐久美子：新興感染症流行下における災害保
健活動の在り方─健康危機管理における保健師の
役割，6，446．

・古屋好美：被災時に必要な感染症対策とは─
COVID-19への対応を踏まえた対策と対応のポ
イント，6，452．

・坂口健人：IHEATの仕組みとその活用につい
て，6，461．

・島村通子：COVID-19対応を踏まえた災害保健
活動の事例─熱海市伊豆山土石流災害における災
害保健活動の概要とポイント，6，465．

・坂本久子：［インタビュー］COVID-19対応を踏
まえた災害保健活動の事例─熱海市伊豆山土石流
災害における保健所保健師の支援活動，6，472．

・佐藤真由美：［インタビュー］熱海市伊豆山土石
流災害での災害保健活動の事例①─発災直後から
避難所対策中心の時期における市保健師の活動，
6，478．

・前川美奈子：［インタビュー］熱海市伊豆山土石
流災害での災害保健活動の事例②─復旧・復興対
策期における市保健師の活動─地域支え合いセン
ターを中心に，6，484．

PICK UP  

・大谷周平：長浜市における住民主体の取り組み―
絵本読み聞かせボランティア「ジーバーぽこぽ
こ」―高齢者の健康づくりと多世代交流・共生社
会実現に向けて，1，1．

・河本歩美：誰もが役割を持って社会参加できる居
場所をつくる―京都福祉サービス協会の取り組み
の展開と視点，2，85．

・斎藤みほ，野中久美子，村山幸子，村山洋史：
「地域の人材：縁結びプロジェクト」―現役勤労
者と地域団体を結ぶ，3，171．

・昆悠紀子：大田区で実施している多胎児学級「さ
くらんぼクラブ」と地域の自主サークル「OTA
ふたご picnic」による多胎児家庭支援，4，253．

・健康二次被害防止コンソーシアム事務局：新型コ
ロナウイルスが引き起こす健康二次被害を防ぐた
めに―健康二次被害防止コンソーシアムの発足と

その活動，5，345．
・戸部浩美：イライラ・怒りを笑顔に変える ! ─子
育て支援レジリエンスワークショップ，6，433．

特別記事  

・岸恵美子：全国保健師教育機関協議会の役割と今
後の活動―変化の中での保健師教育への期待に応
える，1，42．

・鳩野洋子，島田美喜，尾島俊之，弓場英嗣，増田
和茂：COVID-19禍における住民の健康への影
響と保健センターの対応上の工夫，2，136．

・日本精神保健看護学会社会貢献委員会，香月富士
日，桐山啓一郎，高野歩，武用百子，澤田華世，
山田浩雅，片岡三佳：COVID-19対応や災害支
援時における PFAに基づくセルフケアと相互支
援，2，142．

・岩下誠，井出光輝，大隈康平：行政における“地
域薬剤師”の活動―佐久市の在宅医療・介護連携
推進事業，3，212．

・小林健治，木多彩子，池内淳子：日常と災害時を
シームレスにつなぐ「これからの保健所」の提
案，6，490．

TOPICS  

・岸恵美子，岩本里織，吾郷美奈恵，井倉一政，草
野恵美子，佐川きよみ，清水智子，濵野芳江，森
田誠子：日本公衆衛生看護学会認定専門家認証制
度始まる─あなたも公衆衛生看護の認定専門家に
なろう !，6，498．

FOCUS  

・塩見美抄，吉岡京子，細川陸也，本田千可子，平
和也，松本博成：京都大学・東京大学合同ゼミ─
実践と研究のギャップをどう埋めるか?，6，502．

調査報告・活動報告  

調査報告
・古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，井村千尋，菊池
洋子，平田歌織，早木幸江，古野望：女性労働者
に対する性差を踏まえた節酒支援，1，50．

・髙木悦子，小崎恭弘，阿川勇太，竹原健二：全国
自治体で実施されている父親への育児支援の現
状，4，306．
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活動報告
・岩田直也，吉元映子，立石奈緒子，上野恵里：岡
山県勝英地域の発達障害のある子どもの保護者を
対象としたペアレントトレーニング事業における
10年間の参加者層の変化，1，56．

・友廣さき：知的障害者施設におけるCOVID-19
集団感染への対応経験から―DMATをはじめと
する応援職員との協働からの学び，3，218．

・山田千春，田辺歩，堀成美，二宮博文，太田留
奈，松本加代：COVID-19にり患した外国人家
族への入院等療養支援に関する事例報告，5，
396．

連載  

研究室からのメッセージ
（182） 五十嵐千代，江川優子，一色喜保，大野祐

子：東京工科大学医療保健学部看護学科　地域看
護学・公衆衛生看護学，2，167．

（183） 吉岡京子，本田千可子，松本博成：東京大学
大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻　地域
看護学分野，4，339．

（184） 岸恵美子，望月由紀子，坂本美佐子，渡辺昌
子：東邦大学大学院看護学研究科　高度実践公衆
衛生看護学課程（2023年 4月開設予定、指定学校
申請中），5，421．

ポジティブな地域づくりを考える　ポジティブ心理
学×公共哲学から見る公衆衛生活動：小林正弥，
島井哲志

（17） ポジティブ育児・教育の勧め，1，72．
（18） 自殺予防へのポジティブ心理学アプローチ―

パンデミックの中で，2，158．
（19） 健康格差や偏見・差別へのポジティブ心理学

アプローチ，3，240．
（20） 喫煙者へのポジティブ心理学アプローチ―ポ

ジティブな社会づくり，4，332．
（21） ポジティブな働き方，5，422．
（22） 公衆衛生活動とポジティブ心理学，6，530．

ここがポイント！アレルギーの「保健指導」
（1） 荒木田美香子：アレルギー疾患の予防，悪化防

止，患者のQOL向上に向けた保健指導，1，64．

（2） 大矢幸弘：アレルギーに対する乳幼児期からの
予防的取り組みの重要性，2，150．

（3） 福家辰樹：小児アレルギーに関する最新の知見
と対応法，3，232．

（4） 古川真弓：母子保健事業におけるアレルギーの
保健指導の実践方法，4，324．

（5） 岩永幸：母子保健事業におけるアレルギーの保
健指導の実践例，5，416．

（6） 荒木田美香子：当事者の意見とアレルギーの
「保健指導」のポイント，6，522．

地域包括ケアシステムの構築に向けた都道府県本庁
と保健所による取り組み

（1） 鎌田久美子，村嶋幸代，木嶋彩乃：保健医療福
祉連携システムの構築方法の解明と連携モデルの
提案，3，228．

（2） 本田あゆみ，村嶋幸代：保健医療福祉連携シス
テムの構築における県庁の役割―県庁と全保健所
が協働して退院調整ルールを策定し、全医療圏で
運用している福島県の取り組みから，4，318．

（3） 野澤幸江，西生敏代：地域包括ケアシステムの
推進に市町とともに，5，410．

（4） 加来理香，市原恭子，川井梨沙，村嶋幸代：母
子の健やかな成長を県および県保健所として支え
る─「ヘルシースタートおおいた」の取り組み，
6，516．

新宿区保健所における新型コロナウイルス感染症対
応の記録

（1） 池戸啓子，松浦美紀：初動期から第 2波までの
対応と組織体制，4，312．

（2） 狩野千草，鈴木裕子：第 3波から第 7波まで：
入院困難による在宅療養への対応と所内の体制構
築，5，402．

（3） 松浦美紀，新宿区保健師：新宿区各部署の保健
師の取り組みと経験から，6，508．

書評  

・髙橋勇太：『数式不要！はめ込み統計学―EZRで
できる保健医療統計これだけ』，1，63．

・丸山佳子：『健康格差社会─何が心と健康を蝕む
のか第 2版』，6，489．
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